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国分寺市障害者地域自立支援協議会

　
昨
年
10
月
か
ら
、
国
分
寺
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

の
会
長
を
務
め
て
い
る
石
渡
和
実
と
申
し
ま
す
。
横
浜
の
大
学

で
、「
障
害
者
福
祉
論
」
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
１
９
８
１
年
、

国
連
が
国
際
障
害
者
年
を
定
め
た
年
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
、ひ
っ

そ
り
と
生
き
る
し
か
な
か
っ
た
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
々
が
、

国
際
的
な
流
れ
の
中
で
、
生
き
生
き
と
活
動
を
始
め
た
障
害
者

福
祉
の
転
換
期
で
し
た
。
働
い
て
、
税
金
を
納
め
る
こ
と
は
難

し
い
人
た
ち
で
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
社
会
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
新
し
い
社
会
づ
く
り
に
挑
戦
を
始
め
た
頃
で
し
た
。

　
障
害
が
あ
る
人
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
求
め
ら

れ
る
支
援
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
住
ま
う
場
、

そ
こ
で
の
生
活
を
支
え
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
日
中
に
働
き
、

居
場
所
と
な
る
所
、
も
ち
ろ
ん
医
療
や
教
育
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
資
源
を
整
備
し
、
創

り
出
し
て
い
く
こ
と
も
自
立
支
援
協
議
会
の
大
き
な
役
割
で
す
。

　
自
立
支
援
協
議
会
の
も
う
一
つ
の
役
割
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
」
で
す
。「
足
の
悪
い
人
の
『
車
い
す
』
は
、
我
が
子
に

と
っ
て
は
『
人
の
支
援
』」
と
主
張
す
る
М
さ
ん
は
、
自
閉
症
の

子
ど
も
を
地
元
地
域
で
育
て
て
き
ま
し
た
。
ご
子
息
の
こ
と
を

理
解
し
、
見
守
り
、
必
要
な
時
は
手
助
け
し
て
く
れ
る
「
地
域

の
人
の
輪
」
を
広
げ
る
こ
と
に
努
め
た
結
果
、
ご
子
息
は
公
務

員
と
し
て
20
年
余
り
働
き
続
け
、
勤
め
先
の
市
民
か
ら
感
謝
さ

れ
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
9
月
、
М
さ

ん
は
ご
子
息
と
と
も
に
、
＊
糸
賀
一
雄
記
念
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
М
さ
ん
の
地
域
で
の
働
き
は
、
ま
さ
に
自
立
支
援
協
議

会
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
「
人
の
輪
」
は
、
自
閉
症
や
知
的
障
害
の
人
ば
か
り
で

な
く
、
身
体
障
害
や
精
神
障
害
の
人
に
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

子
育
て
中
の
親
や
認
知
症
の
高
齢
者
、

子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
や
見
守

り
が
あ
る
だ
け
で
、
地
域
の
安
心
は
大

き
く
高
ま
り
ま
す
。
自
分
を
気
に
か
け

て
く
れ
る
人
が
い
る
、
と
い
う
意
識
は

自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
り
、
自
信
を
高

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

そ
れ
を
的
確
に
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、
誰
も
が
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
国
分
寺
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、
そ
の
よ
う
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、「
相
談
」
が
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
思

い
に
寄
り
添
い
、
ご
本
人
が
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
国
分
寺
の
市
民
の
意
識
を
大
き
く
変
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
市
民
は
、
誰
に
対
し
て
も
あ
た
た
か
い
目

を
向
け
ら
れ
る
人
で
す
。
国
分
寺
市
の
障
害
者
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
街
は
、
全
て
の
人
に
暮
ら
し
や
す
い
街
で
す
。
そ
の

よ
う
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、
国
分
寺
市
の
自

立
支
援
協
議
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

—
­

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル—

­

い
し
わ
た
・
か
ず
み

１
９
８
１
年
、
筑
波
大
学
大
学
院
修

了
。
埼
玉
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
横
浜
市
総
合
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
経

て
、
１
９
９
１
年
か
ら
関
東
学
院
大

学
文
学
部
助
教
授
を
経
て
、
東
洋
英

和
女
学
院
大
学
人
間
科
学
部
教
授
。

専
門
は
『
障
害
者
福
祉
論
』『
人
権

論
』。

　
１
９
９
７
年
、
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
な
ど
を
中
心
に
発
足
し
た
『
湘
南
ふ

く
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
な
り
、
そ
の
後
、
障
害
者
、
高

齢
者
、
児
童
な
ど
の
多
彩
な
権
利
擁
護
活
動
に
携
わ
る
。
日
本
成
年
後
見
法

学
会
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
、
日
本
障
害
者
協
議
会
（
Ｊ
Ｄ
）
等
の
理

事
な
ど
。
２
０
１
６
年
９
月
～
11
月
ま
で
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
の
神

奈
川
県
第
三
者
検
証
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
。

　このニューズレターは、様々な分野の地域課題を掘り起こし、一つひとつ解決に向け取り組んでいく、自立支援協
議会の報告をお届けするものです。今回は、その創刊号として、国分寺市障害者地域自立支援協議会の説明、全体会
議の会長と各部会長のごあいさつを掲載いたします。今後、年２回の予定で国分寺市内のまちづくりに関する多様な
事業や活動などをご報告してまいります。

 市民の誰もが安心して暮らせる国分寺市を作りたい。

障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
と
「
ま
ち
づ
く
り
」

～
自
立
支
援
協
議
会
の
役
割
～

国
分
寺
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会 

会
長 

石
渡
和
実（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
）

＊糸賀一雄記念賞：重症心身障害児施設「びわこ学園」を設立した糸賀一雄を記念し、1997 年に創設された賞。糸賀は重度障害児であっても、人間と
しての生命の展開を支えることが重要であるとの理念のもと「この子らに世の光を」ではなく、「この子らを世の光に」と唱えた。「障害者などの生きづ
らさがある人に関する取り組み」を表彰対象とし、わが国の福祉の発展と人づくり・意識づくりに寄与することを目的とする賞。



相談支援部会 部会長　土井 満春　社会福祉法人けやきの杜：
国分寺市地域活動支援センター 虹 施設長
　今年度の相談支援部会では、「わかりやすく・つながりやすく」を目標に掲げ、
サービスを必要とされる方にとって相談支援がよりわかりやすく、身近な存在と
なるとともに、地域の医療・福祉・教育機関をはじめとする、さまざまな社会資源
がネットワークを強化し、サービスを必要とされる方が、よりスムーズに支援機関
につながることができるよう、取り組んでおります。
　また、相談支援専門員を中心とするワーキンググループでは、国分寺市及び国
分寺市障害者基幹相談支援センターとともに、相談支援事業所が抱える課題を分
析し、相談支援専門員がより効果的に相談業務に取り組める環境設定や、相談支援の質の向上について具体
的な検討を行っています（詳細は、本誌４ページをご覧ください）。
　相談支援部会の委員は、いずれも地域福祉の第一線で活躍されている方ばかりで、会議でも、実際の経験
に基づく専門的かつ具体的な意見、提案が飛び交っており、新米部会長としては頼もしい限りです。
　相談支援部会は、「課題解決チーム」としての役割が求められています。極めて責任重大ですが、目に見える
成果が出せるよう、部会として全力で取り組みますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

専門部会 部会長より　ごあいさつ
　国分寺市障害者地域自立支援協議会が、昨年、再編され、以下３部会長が指名されました。
　専門分野ごとに、各メンバーと検討・協議を重ね、自立支援協議会の全体会に報告する役目を担っています。

精神保健福祉部会 部会長　伊澤 雄一　社会福祉法人はらからの家福祉会：
国分寺市地域活動支援センター プラッツ 総合施設長
　心の病（精神疾患）に罹患し、生活における種々の障害をお持ちの精神障害の方
たちは全国で320万人存在し、国民病と言われる悪性腫瘍（がん）や糖尿病を上回
るほどとなり、もはや珍しい疾患や障害ではありません。
　精神障害の方たちは「医療」の対応とともに、生活支援という「福祉」の対応を
得ながら、日々の暮らしを成り立たせている方が多く、この二つの要素がうまく融
合し、支援の実効性を高めることが課題となっています。
　そのような課題意識とともに、精神科病院に入院し復調したにも関わらず、住

宅や家族問題等により入院が長引き、30年、40年もの長きにわたって病院に留められ
ている方たちもおり、生活権の侵害という人権問題も顕在化しています。
　精神保健福祉部会では、そのような実情に焦点を当てながら、市民の退院に向けた支
援づくりを軸に、現状の考察や、具体的な退院条件整備、さらに退院後の生活支援も視
野に入れ協議・検討を行う場として部会を運営しています。
精神保健福祉部会の委員は、病院と地域の医療関係者、保健所、市のいくつかの関係部
署、複数の民間支援団体などです。“顔の見える支援ネットワークづくり”をモットー
に、市民生活支援の創造に向け歩みます。

就労支援部会 部会長　八橋 宏　社会福祉法人ななえの里：ともしび工房 所長
　市内の障害者就労支援の状況は、大きく分けて、就労継続支援B型事業に代表
される、いわゆる福祉的就労の場と就労移行支援、国分寺市障害者就労支援セン
ターが行う一般就労に向けた支援の二つになります。昨年の就労支援部会の発足
以来、それぞれの分野における課題の掘り下げといったことをテーマに情報交換
を行ってまいりました。
　その中で見えてきた課題として、福祉的就労の場においては、仕事の拡充や工
賃向上に各事業所が苦慮しているということ、一般就労支援の現場においては、
就労に向けた準備段階としての実習先の開拓や就労後の職場定着支援という部分

で苦慮していることが明らかになりました。これらの点について、引き続き議論を深めながら、課題の克服
に向けたきっかけとなるような活動を行うことを、今年度の部会運営の目標としています。そこで、去る９
月８日に「障害福祉施設の“ものづくり”について考えるとセミナー」を開催しました。なぜ工賃アップを
目指すのか、そのために何が求められているのかを考える良いきっかけとなりました（詳細は、本誌４ペー
ジをご覧ください）。
　就労支援部会は、今後も関係機関と連携しながら、課題解決に向けたさまざまな実践的な取り組みを重ね
てまいります。



障害者計画・障害福祉計画等の行政計画や障害福祉施策等への反映

地域の課題等について，協議会全体で情報共有や協議をする場です。

＊進捗状況の管理・評価
＊地域課題の対応策等の検討依頼
＊検討結果の報告内容の協議

＊進捗状況の報告
＊地域課題の提起・抽出
＊検討結果の報告

国分寺市障害者地域自立支援協議会

サービス等資源の開発・改善地域づくり

地域の課題の発見・把握

全体会議

地域の関係者が集まり，地域の課題について，具体的に協議し，解決のための取組等を行います。

❷就労支援部会 ❸精神保健福祉部会❶相談支援部会

専門部会

障害のある人もない人も，社会の一員として，互いを尊重し，支え合
いながら，ともに生きがいを持っていきいきと暮らせるまちの実現へ

障害福祉サービス・
障害児通所支援事業者

相談支援事業者・
地域活動支援センター

障害者就労支援センター

市(障害福祉・高齢福祉・
　  子ども子育て・教育など）

障害者基幹相談
支援センター

公共職業安定所

商工会

障害のある方と
その家族

地域包括支援センター

保健所

医療機関・
訪問看護ステーション

弁護士

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

学識経験者

教育関係機関

　障害のある人もない人もともに自分らしく安心して暮らせる地域づくりの実現を目指し、地域における
障害のある人への支援体制の整備を図るため、障害者自立支援法（平成24年４月より障害者総合支援法）
に基づき、平成19年１月に国分寺市が関係者や関係機関等の協力を得て「国分寺市障害者自立支援協議
会」を設置しました。平成28年10月には、多分野・多職種連携による地域課題の具体的な検討、協議が
できるよう再編し、新たに「国分寺市障害者地域自立支援協議会」として生まれ変わりました。 
　自立支援協議会は、全体会議、専門部会（相談支援部会・就労支援部会・精神保健福祉部会）、事務局会
議で構成されています。全体会議では、①相談支援事業の運営に関すること、②困難事例に関する分析及
び研究に関すること、③地域の関係機関等による情報の共有及びネットワークの構築に関すること、④地
域の社会資源の開発及び改善に関することなどを協議しています。それらを受けて各専門部会では、専門
知識を持った支援機関や関係機関が集まる課題解決チームとして、分野ごとに具体的
な協議及び取組を行っています。事務局会議は、協議会全体の進行管理を担い、国分
寺市障害福祉課、基幹相談支援センター、各専門部会の代表が集まり、地域課題の整
理や議題調整等を行っています。
　平成29年度の全体テーマは、昨年度に引き続き「地域課題の掘り起こしと共有」、
「顔の見える関係づくり」とし、障害者、高齢者を含む全世代が、地域で自分らしく
安心して生活できるように、具体的な取組を進めています。

「国分寺市障害者地域自立支援協議会」について
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発 行
　
11
月
26
日
の
市
民
向
け
講
演
会
は
、
国
分
寺

市
で
住
む
、
働
く
、
歩
く
、
食
べ
る
、
学
ぶ
、

遊
ぶ
・
・
・
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
家
族
と
住

宅
の
こ
れ
か
ら
を
身
近
な
問
題
を
通
し
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
障
害
者

が
く
ら
し
や
す
い
街
は
、
高
齢
者
も
小
さ
な
子

ど
も
を
抱
え
る
親
に
も
や
さ
し
い
街
で
す
。
国

分
寺
市
の
不
動
産
状
況
等
を
交
え
て
話
を
進
め

て
い
く
う
ち
に
新
た
な
国
分
寺
市
を
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
是
非
、
国
分
寺
市
障
害

者
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
国
分
寺
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
は
い
か
が
で
し
た
か
？
今
回

は
、
初
回
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
て
皆
さ
ま
に
お

届
け
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
事
務
局
と
し
て

障
害
当
事
者
・
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
広
く

市
民
の
皆
さ
ま
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
お
役
に
立
て
る
情
報
も
掲
載
し
て
参
り

ま
す
。
で
は
、

第
2
号
で
、
ま

た
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。
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「障害者福祉施設の“ものづくり”
 について考えるセミナー」

（就労支援部会）を開催しました
　就労支援部会では、障害のある方の工賃向上
に向けた取り組みなどを行っています。
　平成 29 年９月 8 日（金）、吉祥寺にある全
国の障害者福祉施設の製品を取り扱う民間初の
セレクトショップ「マジェルカ」において、「障
害者福祉施設の“ものづくり”について考える
セミナー」を開催しました。
　当日の講師は、「マジェルカ」の代表・藤本光
浩さん。日本全国の障害のある方々の作る製品
の中から、魅力の高いモノを選び、従来の福祉
バザーや福祉ショップのイメージとは違った売
り場づくりで、たくさんの方々にその魅力を伝
えています。
　実際の店舗見学を交えながら、様々な取り組
みについて、ご紹介いただくとともに、障害者
福祉施設が“ものづくり”をするうえで大切な
考え方や、より魅力ある商品に見せるための工
夫などについて、詳しくお話をしていただきま
した。セミナー参加者からは、「障害者福祉施設
でのものづくりについて改めて見つめ直す大変
良い機会になるとともに、原価を圧縮する方法
や価格設定の仕方など多くの『気づき』があった」

との感想をいた
だきました。今
後は、このセミ
ナーで得たこと
を就労支援部会
の取り組みにも
活かしていき、
少しずつ目に見
える成果を出し
ていければと考
えています。

　相談支援部会のワー
キングでは、障害者が
住み慣れた地域で安心
して豊かに暮らし続け
られる支援について話

し合っています。具体的にはコーディ
ネーター（相談支援専門員）が作成す
る利用者本人の思いや希望を反映させ
た総合的な支援計画（サービス等利用
計画）の書式について検討しています。
あわせて相談支援専門員が行う事務的
手続きについての見直しも行い、相談
支援専門員がより効果的な相談支援に
取り組めるような仕組みについても検
討を行っています。
　またこの他にも、これから福祉サービ
スを利用しようとする方が見てわかりや
すいツールの作成についてのワーキング
グループも
今後立ち上
げ、 作 業 を
開始するこ
とになって
います。

　毎年恒例の障害者週間行事を行います。今年は、公民館事業のロビーコンサートと
同時開催です。また、昨年と同様「ニコニコアート展」を開催します。式典と舞台発
表は９日、「ニコニコアート展」は３日～ 10 日開催いたします。

　国分寺のまちづくりについて、障害者・高齢者の視点から、パネリストとともに考
えていきます。あなたが望む「地域の暮らし」とは？素敵なヒントが得られるかもし
れませんよ。ぜひ、お気軽にご参加ください。

〒180-0004
武蔵野市吉祥寺本町３－３－１１　中田ビル１F・B１F
☎：0422-27-1623　　FAX：0422-27-1625
営業時間：11：00～ 19：00　　休日：毎週　火曜日

平成29年度障害者週間行事

日　時

場　所 定　員

内　容

主　催

12 月９日（土）
第１部　障害者週間行事（無料）午後４時～午後４時 50 分
第２部　ロビーコンサート（チケット 600 円）午後５時 10 分～午後６時 40 分

【ニコニコアート展】　本多公民館 2 階通路に展示
12 月３日（日）～ 10 日（日）午前 8 時 30 分～午後 10 時（10 日のみ午後３時まで）

基 調 講 演：長沼行太郎氏（評論家・まちづくり・コミュニティ研究家）
ゲ　ス　ト：澤田大輔氏 ( 日本福祉のまちづくり学会 理事 )
日　　　時：11 月 26 日（日）午後 2 時～午後 4 時　
場　　　所：国分寺市障害者センター 2 階  参加無料（手話通訳あり）
主　　　催：国分寺市障害者基幹相談支援センター　
申　込　先：☎ 042-320-1300　FAX：042-321-1207 （11 月 2 日受付開始）

本多公民館　ホール なし

作文コンクール優秀作文発表（小学生）、コンサート
【ニコニコアート展】障害のある方の絵画展
【障害者週間行事】国分寺市・国分寺市障害者福祉を進める会
【ロビーコンサート】本多公民館・喫茶ほんだ

問合わせ先
障害福祉課
042-325-0111
内線 344

マジェルカ店舗情報

ワーキング
報告

市民向け講演会平成29年度　市民向け講演会
「まちづくり入門―地域の発見から再生へ」

※講演中の写真撮影及び録音はご遠慮ください。
※本講演には，手話通訳がつきます。

　　　　この印刷物は障害者優先調達推進法の対象となる市内の障害者就労施設で製作しました。

参さんかひむりょう加費無料

講演会のお知らせ


